
自家消費証明と
コーポレートPPA事業
グリーンピープルズパワー株式会社
2021年11月30日



１、自家消費証明事業

特定
再エネ発
電所

特定
再エネユーザー

日本では電気は30分単位で需要と供給を一致させる「需給調整」がおこなわれている。
それにあわせて30分ごとの、特定発電所の発電時間帯に、発電所からの系統供給量と
特定ユーザーの消費量を把握し、全量自家消費されていることを証明。

両者を比較検討して
自家消費率を割り出す。

送電系統

スマートメーターBルート
データー情報サービス

GPP
東電PGシステムから取得
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⼆酸化炭素排出抑制対策事業費等補助⾦・廃熱・未利
⽤熱・営農地等の効率的活⽤による脱炭素化推進事業

かなごてファーム
⾦次郎の⾥発電所

松田町
アシガラパートナーズ

農家カフェ・シエスタ

電気

発電＜消費量
⾦次郎の⾥発電所で作られた電気が、
すべて2つの施設で使われている。



非FIT再エネを含めた再エネ供給における需給調整
１）再エネ発電側情報（少なくとも30分値）のほぼリアルタイムな把握。
２）自社の総需要と再エネ発電情報の比較＞全社的再エネ比率の把握。
３）毎日の需要計画とリアルタイムな再エネ発電情報の比較
４）需給調整をより正確に⾏う仕組みの開発。
（非FIT100％でも供給できる仕組み）

それをもとに「自家消費証明」を考案
１）GPPの再エネ供給量と全電気供給量との「30分値」ズレの把握。
２）特定発電所と特定需要家との、発電量と需要量の比率の把握。
３）それが「30分値」で可能。

依頼があったとき、
GPPがチャレンジしていたこと



スマートメーターのBルートサービスを活⽤

スマート
メータ

送配電
会社

HEMS

需要家

30分値

停⽌、契約変更等

準リアルタイム値

各種情報提供

Aルート Bルート

小売
事業者 ⺠間会社

需要家の
使⽤情報

Cルート

送配電会社のシステム上で 数秒遅れだが、毎秒デー
タも取れる。通信データ
を多くすれば。

ただし、現在、次世代スマートメーターの議論中で、通信⽅法や昨日がどうなるか不透明。
Bルートサービスが残ることは確か。



系統からの供給量と消費量の比較
全量自家消費の場合、
図のように、発電時間中の施
設側消費量（⻘）は、常に系
統供給量（オレンジ）を上
回っている。
14時から14時30分までは、両
者の差が最も小さく、自家消
費率99％となっている。
それでも、この発電所の電気
は、全て、この特定消費者に
よって使われたことがわかる。

注意︓再エネ100％ではない。
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再エネ100％にも応用可能
再エネ100％の場合、
図のように、発電時間中の施
設側消費量（⻘）は、常に系
統供給量（オレンジ）下回っ
ている。
ただし、18時以降、8時以前
にも消費がある場合、発電量
はゼロになるため、再エネ
100％にはならない。昼間時
間帯の限定的再エネ100にな
る。
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(kWh)

(kWh)

再
エ
ネ
発
電
量

電⼒消費量

：ある30分値A
（電力量＜再エネ発電量）

→再エネ比率100%+余剰売電
→自家消費だけではない

余剰売電

再エネ比率100%のライン
（電⼒量＝再エネ発電量）

再エネ比率＝再エネ発電量／電⼒使⽤量
自家消費率＝電⼒使⽤量／再エネ発電量

電力使用量
再エネ発電量

すべて
自家消費

再エネ100%
＋余剰売電

：ある30分値B
（消費量＞再エネ発電量）

→再エネ比率100%以下
→すべて自家消費

30分値で算出する「再エネ比率」と「自家消費率」

ある30分値A

ある30分値B
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30分値で見る電力使用量と再エネ発電量
電力使用量
再エネ発電量
再エネ比率
自家消費率

ある30分値（電⼒使⽤量＞再エネ発電量）
→再エネ⽐率100%以下
→すべて自家消費

電
⼒
量
（発
電
量
・使
⽤
量
）

(kWh)

ある30分値（電⼒使⽤量＜再エネ発電量）
→再エネ⽐率100%+余剰売電
→自家消費以外が発生



月別集計
日別集計



２、コーポレートPPA事業
１、全量売電（屋根・⼟地借り） ２、オンサイトPPA（屋根・⼟地借り）

３、オフサイトPPA

発電事業者

屋根・⼟地
所有者

小売会社

賃貸料 電気

売電料

発電事業者

屋根・⼟地
所有者

電気代

小売会社
売電料

余剰売電全量売電

電気

発電事業者

需要家 電気代

小売会社全量売電

売電料

相対契約

相対契約

４、リース契約

発電事業者

屋根・⼟地
所有者

小売会社

全量売電

リース料

（余剰売電でも良い）

売電料

（余剰売電もありうる）

電気はPPA消費
（自家消費ではない）

電気を施設に供給していたら
実はPPA消費に近い。
飯田市おひさまの事例など。



オンサイトPPAの一例

12

再エネ
発電所

太陽住建・イージーパワー

建物所有者様

グリーン
ピープルズ

パワー

設備の設置
維持管理を行う

GPPが愛成苑様の屋上に
発電所を設置（無料）

一部電気の供給

晴れた日の昼間には太陽光発電
の電気をたっぷり「自家消費」

太陽の電気
では足りな
い電気を
GPPが供給

お使いの電気の一定量が太陽の電気
に置き換わります。
夜や雨の日の電気は、一部蓄電池か
ら供給されます。それでも足りない
電気はGPPが外部供給します。

GPPは、受け取った余剰電気を
GPPのユーザーに供給

昼間の晴れた日の電気。16円/kWh。

自家消費され
なかった電気
（余剰部分）
はGPPへ 愛成苑様は

太陽光の電気、蓄電池の電
気、それ以外の電気料金を
まとめてGPPに支払います。

電気代の支払い

GPPは、愛成苑発電所建設資金を集め、設置を
行う。設置は太陽住建が行い、進行管理及び設
置後の維持管理は「イージーパワー株式会社」
が行う。

GPP＝グリーンピープルズパワー株式会社が社債募集にて建設中。

蓄電池
蓄電池の電気。20円/kWh。

太陽光10％、蓄電池0.5％と想定。



蓄電池の働きと役割
昼間に発電する太陽光発電に蓄電池をプラスすることで、さまざまな自然災害や
それに伴う停電時に最低限の電気が確保でき、最低限必要なインフラを維持する
ことができます。またこうした建物を増やすことが、ブラックアウト（大規模停
電）の発生を防ぐことにもつながります。

太陽光
発電

パネル

パワコン

蓄電池用
パワコン

蓄電池

分電盤 特定負荷

災害時に必要な
最低限の需要

送電網からの電力

使用量が減ります。

日常負荷

13

GPPが設置

余剰電力はGPPが買取蓄電池のみ設置の場合は
リース契約となります。

ハイブリッド型
パワコンもあり
ます。

普段は、使える限り、
全ての機器に夜でも
電気を供給します。



神奈川県電⼒供給システム整備事業に⽰した理念
大きな地産地消

消費者が発電所づくりに出資

出資した発電所の電気の供給

市⺠のお⾦で再エネが
どんどん増える

災害時には地域で
エネルギー自⽴

神奈川県⺠による
神奈川県⺠のための電気



３、千葉房総半島強靭化プロジェクト

高滝
茅野

馬来田１

馬来田２､3

曽根１、2

曽根3、4

房総半島の中程に、9つの発電所計画。
候補地はまだ増えます。



非FIT発電所を10箇所近く開発中
こちらの開発主体はEGPと他の発電事業者

１、馬来田１発電所（49.5kW）
２、高滝発電所（49.5kW）
３、茅野発電所（49.5kW） 来年早々1億円の市⺠ファンド計画中
４、馬来田２・３発電所（99kW）
５、曽根1・2・３・4発電所（165kW）
６、南足柄発電所（49.5kWソーラーシェアリング）
７、かなごて５発電所（49.5kWソーラーシェアリング）
８、南永田発電所（49.5kWソーラーシェアリング）
９、美浦村発電所（30kW）
10、⻑束町発電所（300kWソーラーシェアリング）
11、上尾発電所（49.５kW）
12、（株）イノウエ（49.５kW）
13、市⺠エネルギーちば（2200kWのソーラーシェアリング）も加わる。
合計3190kW

電気の買取のみ

EGPの発電所

他事業者の発電所

（GPPの自社発電所）



市場価格高騰に対応した非FIT計画

非FIT
発電所 送配電網

GPPユーザー
需要

FIT
発電所

GPP
JEPX

JEPX

固定価格購入

市場価格購入 市場価格販売

通常販売

需要量以上の供給量を持つことで、市場価格高騰時のリスクをヘッジ

12円/kWh

100円/kWh

インバランス インバランス含む
市場への販売



新しい発電所を作らなければ効果は薄い

RE100と言っても・・・

ダム⽔⼒

原発

すでにある
再エネ

新しく作る
再エネ

これから下げる効果は
こちらにあり。

-240

政府は46％

NGOは62％

本当は120％ 2050年カーボンニュートラルは
世界全体の目標。これまでに多
くの温室効果ガスを出した先進
国の責任はより重い。
パリ協定で国際的に合意された
1.5℃目標を達成するには、日本
は少なくとも「120％削減」を
2030年までに達成しなければい
けない。（クライメット・アク
ション・トラッカー）



再エネ応援ファンドでお⾦が回る

A発電所

D発電所

C発電所

B発電所

再エネ応援ファンド

市⺠ 市⺠

市⺠市⺠

市⺠

市⺠

1200万円の発電所に200万円・・のイメージ。ベースの資⾦は事業者が調達。

毎年2000万円。5年で1億円。



グリーンピープルズパワーと一緒に
社会を変えませんか？

代表取締役 竹村英明

写真は毎日新聞「ストーリー」より

https://www.greenpeople.co.jp 電話 03-6274-8660
20


